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番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

1

　一人一授業や外部講師の招
聘、他校視察の取組を通し
て、授業の充実を図る。

　東北聾研究大会の主管校として、授業
を公開し、参加者、助言者より肯定的な
評価を得た。年間を通して、一人一授業
（20回以上）外部講師の招聘（15回）や
他校視察（6回）に取り組み、授業の改
善が図られた。

Ａ

　今年度の成果を次年度へ確実に継承
するための方策を講じるとともに、外
部講師の招聘や「一人一授業」の取組
を継続し、全教職員が日常的に授業改
善と生活指導の充実に取り組める体制
を強化する。

2

　全教職員によるワーク
ショップを実施し、提案され
た業務改善を実行する。イベ
ントの目的、計画を全教職員
で共有し、進捗を都度確認す
る。

　業務改善に取り組んだ結果、自己評価
が前年度よりも向上した。また、東北聾
研及び記念式典においては、各種事業を
展開しつつ全教職員の協働体制のもと盛
大に実施することができ、外部からも肯
定的な評価を得た。

Ａ

　目的や方針を定期的に確認する機会
を設け、教職員の強みを踏まえた明確
な役割分担を進めるとともに、会議や
ICTツール等を活用した効果的・効率
的な情報共有の場を整備することで、
組織的な職務遂行と業務改善を一層推
進する。

3

　学校運営協議会委員や本校
卒業生、交流校等の人的資源
を積極的に活用し、継続的な
地域連携体制を構築・推進す
る。

　創立100周年特別企画では、学校運営
協議会委員や交流校、卒業生と連携した
取組を実施し、テレビ等で報道されたこ
とにより、啓発につながった。また、地
域の人的資源を活用して、リンゴの花の
受粉活動やラーメン店での体験活動を実
施することができ、地域連携の深化に寄
与した。

Ａ

　地域や居住地の学校との交流および
共同学習を継続するとともに、学校運
営協議会委員や本校卒業生、交流校等
の人的資源を積極的に活用し、授業に
おける外部人材の参画を計画的かつ効
果的に進めることで、より一層開かれ
た教育課程の構築を図る。

3

　聴覚障がいのある子どもや
その保護者、小中学校等の担
任に対し、支援および相談活
動を計画的に実施し、適切な
助言・情報提供を行う体制を
推進する。

　地域の小中学校において校内研修会や
生徒向けの障がい理解授業を実施すると
ともに、難聴児支援の懇談会を県の健康
福祉部と連携して運営したことで、支援
体制の充実と地域の理解促進に一定の成
果を上げた。

Ａ

　聴覚障がい教育に関する研修・相談
する機会を一層充実させるとともに、
東青地区の事務局校として、特別支援
学校各校の強みを生かしたセンター的
機能の強化に計画的に取り組む。

　地域の人的資源を活用し
た教育活動を推進する。

　創立100周年記念式典にボラン
ティアとして参加した学生や生徒か
らは、大変貴重な経験となり喜んで
いたとの意見が寄せられた。また、
今後も機会があれば交流したいとの
要望が示された。

対象障害種別

（5）評価項目

（4）結果の公表

・学校運営協議会で学校評価アンケートの結果と今後の取組みについて、説明・配布した。
・保護者に向けて、学校評価アンケートの結果と今後の取組みについて、お知らせを配布した。
・学校ホームページに学校評価アンケートの結果と学校評価結果報告書を掲載し、地域に発信した。

教職員の協働と働きがいのある職場づくり

（1）学校教育目標

地域とともに歩む学校づくりの推進

（10）次年度への課題と改善策

地域における特別支援教育のセンター的機能の充実

（3）重点目標

①人格を形成し、言語力を育成する。
②個性伸長の教育を実現する。
③基礎的・基本的な学習内容の定着を図る。
④自主的・創造的生活態度を形成する。
⑤社会性を育成し、情操の涵養を図る。

（様式１）

学 校 名

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

（2）現状と課題

学校整理番号

令和７年度　学校評価結果報告書（特別支援学校用）

　聴覚障がいのあるこども
一人一人の教育的ニーズに
応じた授業改善を行ってい
る。

　チーム青聾として協働
し、働き方改革を推進する
とともに、東北聾研究大会
及び創立100周年記念式典
を成功に導く。

　令和８年度の全日本聾教育研究大会に向けて、学習指導の重点化と業務のスリム化に取り組んでいる。課題として、聴覚
障がい教育の専門性向上や、在籍数減少・障がいの多様化への対応、技能教科専任がいないことによる豊かな学びの補
償、地域とともにある学校づくりが挙げられる。

（9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

学校運営協議会委員 ８名
　保護者代表　　   １名
　地域住民代表　   ３名
　聴覚障がい者代表 １名
  有識者　　　　   ２名
　本校校長         １名

　小・中学校での校内研修会など、
聴覚障がいへの理解を深める機会を
今後も継続して設けてほしいとの意
見・要望が寄せられた。

　手話等を活用した授業づくりを進
め、幼児児童生徒のコミュニケー
ション能力を高めてほしいとの意見
が寄せられた。また、社会の変化に
対応するため、ICT活用を推進し、
学習の質の向上につなげげてほしい
との要望が示された。

聴覚障がいのあるこども一人一人の教育的ニーズに応じた授業の充実

（11）総括

　今年度は、外部講師の招聘や「一人一授業」を通した授業改善、役割分担の明確化やICT活用による情報共有の改善に取り組み、組織的な業務体制の強化を図った。また、地
域連携や人的資源の活用を進め、開かれた教育課程の充実にもつなげた。さらに、研修体制や相談支援の環境整備を進め、教職員の専門性向上に寄与するとともに、組織とし
て学び合う文化の醸成にもつながった。今後は、こうした取組を継続的に発展させ、「チーム青聾」としての一体感を一層高め、地域との協働や外部連携を強化しながら、全
日聾研の成功と学校全体の教育力向上に向けて計画的に取り組んでいく。

（9）-ア　学校関係者からの意見・
要望・評価等

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価

　地域における特別支援教
育のセンター的機能の充実
に取り組んでいる。

　ICTの活用や情報共有アプリの導
入により、教員の業務負担を軽減
し、より充実した指導につながるこ
とが望まれるとの意見が示された。


